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第
六
回
岐
阜
広
域
合
併
協
議
会
が

十
月
二
日
、
岐
阜
商
工
会
議
所
で
開

催
さ
れ
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
地
方
税
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

○
補
助
金
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

○
交
通
関
係
事
業
に
つ
い
て

○
商
工
･
観
光
関
係
事
業
に
つ
い
て

○
建
設
関
係
事
業
に
つ
い
て

○
特
別
職
の
身
分
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て

○
児
童
福
祉
事
業
に
つ
い
て

○
上
･
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

第
四
回
か
ら
引
き
続
き
協
議
を
行

っ
て
い
る
児
童
福
祉
事
業
に
つ
い
て

の
審
議
が
あ
り
、
と
り
わ
け
乳
幼
児

医
療
費
助
成
に
つ
い
て
様
々
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

笠
松
町
の
委
員
の
委
員
の
意
見
な
ど

・
現
在
の
笠
松
町
が
十
五
歳
ま
で
無

料
だ
か
ら
そ
の
ま
ま
継
続
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。
二
十
一
世
紀
は

人
口
減
少
の
世
紀
で
あ
り
、
将
来

に
向
か
っ
て
の
的
確
な
判
断
を

し
、
子
供
を
育
て
や
す
い
独
自
の

政
策
が
必
要
で
あ
る
。

・
岐
阜
市
は
近
隣
の
市
や
町
に
政
令

指
定
都
市
を
目
指
し
た
働
き
か
け

を
行
っ
て
き
た
。
住
民
は
希
望
と

期
待
を
持
っ
て
い
る
。
今
こ
こ
で

結
論
を
出
す
よ
り
も
、
も
っ
と
議

論
を
深
め
て
い
き
た
い
。

・
将
来
を
見
据
え
、
何
か
特
色
の
あ

る
岐
阜
市
と
な
っ
て
ほ
し
い
。
今

の
案
の
ま
ま
で
は
、
金
太
郎
飴
の

よ
う
に
、
他
の
ま
ち
と
同
じ
く
平

凡
な
ま
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
の
か
。
児
童
福
祉
の
総
合

的
な
支
援
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば

点
と
点
の
支
援
で
あ
っ
て
、
ず
っ

と
続
く
線
の
支
援
が
大
事
な
の
で

は
な
い
か
。
そ
れ
が
ま
さ
し
く
義

務
教
育
終
了
ま
で
続
く
医
療
費
無

料
で
は
な
い
の
か
と
思
う
。

他
市
町
の
委
員
の
意
見
な
ど

・
合
併
後
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
て

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

・
少
子
化
対
策
の
必
要
性
の
異
論
は

な
い
が
、
乳
幼
児
医
療
費
を
拡
大

す
る
よ
り
も
、
継
続
的
に
展
開
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
施

策
が
必
要
で
あ
る
。

・
人
口
対
策
は
地
域
間
競
争
で
、
都

市
間
の
政
策
が
問
題
で
あ
る
。
人

口
が
減
る
と
財
政
も
厳
し
く
な
る

し
、
家
庭
の
崩
壊
に
も
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
る
。
入
院
は
義
務
教
育

終
了
ま
で
、
外
来
は
就
学
前
ま
で

と
い
う
折
衷
案
で
ど
う
か
。

・
児
童
福
祉
事
業
は
優
先
順
位
の
問

題
で
あ
り
、
夢
の
あ
る
す
ば
ら
し

い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
基
本
は

財
政
基
盤
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
安
定
的
な
都
市
基
盤
を
築
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
十
月

八
日
、
協
議
会
会
長（
岐
阜
市
長
）か

ら
各
市
町
へ
「
外
来
は
小
学
校
就
学

前
ま
で
」「
入
院
は
義
務
教
育
終
了

ま
で
」
を
助
成
の
対
象
と
す
る
調
整

案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
調
整
案
を
も
と
に
十
一
月
四

日
の
第
七
回
協
議
会
で
話
し
合
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
協
議
会
で
提
案
さ
れ
た
項

目
の
中
で
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
笠
松
町
で

は
未
整
備
区
域
に
か
か
る
受
益
者
負

担
金
相
当
額
を
全
て
の
受
益
者
に
賦

課
し
、
そ
の
他
の
市
町
は
現
行
の
と

お
り
と
す
る
内
容
の
調
整
案
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

下
水
道
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て

は
、
合
併
協
議
会
を
構
成
す
る
市
町

の
な
か
で
は
、
笠
松
町
だ
け
が
こ
の

制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
制
度
が

な
い
ま
ま
合
併
す
る
と
、
合
併
の
基

本
方
針
で
あ
る
、
負
担
の
公
平
･
一

体
性
の
確
保
に
反
し
、
合
併
の
障
害

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
協
議
に
つ
い
て
は
、
合
併
に

よ
り
町
民
の
皆
さ
ん
に
新
た
な
負
担

を
強
い
る
こ
と
で
あ
り
、
説
明
と
理

解
が
必
要
で
あ
る
た
め
に
こ
の
協
議

を
継
続
す
る
よ
う
に
述
べ
、
次
回
の

協
議
会
で
も
引
き
続
き
協
議
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

下
水
道
受
益
者
負
担
金
制
度
に
つ
い
て

※
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

今
月
の
広
報
紙
と
と
も
に
お

届
け
し
た
「
岐
阜
広
域
合
併

協
議
会
だ
よ
り
第
六
号
」
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

「
乳
幼
児
医
療
費
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ

る
笠
松
町
の
委
員

▲

2

承
認
さ
れ
た
事
項

継
続
協
議
と
な
っ
た
事
項



町
で
は
、
合
併
後
の
こ
の
地
域
が
、

暮
ら
し
や
す
く
、
魅
力
あ
る
地
域
と
す

る
た
め
に
、
笠
松
町
合
併
後
の
地
域
づ

く
り
を
考
え
る
住
民
懇
話
会
を
八
月
に

設
立
し
、
意
見
や
提
言
を
聞
い
て
い
ま

す
。今

ま
で
に「
下
水
道
受
益
者
負
担
金
」、

「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
」、「
町
名
･
字

名
」
な
ど
に
つ
い
て
の
懇
談
を
行
い
ま

し
た
。

こ
の
懇
談
の
中
で
の
主
な
意
見
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

下
水
道
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て

・
受
益
者
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
に

な
っ
た
ら
、
理
解
の
得
ら
れ
る
金
額

を
設
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
岐
阜
市
と
の
合
併
を
進
め
る
以
上
、

既
に
整
備
済
み
の
地
域
の
住
民
も
受

益
者
負
担
金
を
負
担
す
る
べ
き
で
あ

る
。

･
笠
松
町
と
他
の
市
町
と
の
行
政
界
の

地
域
は
、
合
併
に
よ
っ
て
羽
島
市
や

柳
津
町
な
ど
の
負
担
金
の
金
額
で
賦

課
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
う
る
の
か
。

・
整
備
し
た
後
に
な
っ
て
「
負
担
金
を

払
っ
て
欲
し
い
」
と
言
っ
て
も
詐
欺

に
あ
っ
た
と
い
う
意
見
が
で
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
同
じ
町
内
で
合
併
の

前
と
後
で
、
大
き
く
負
担
が
変
わ
る

の
は
不
公
平
感
が
残
る
の
で
、
折
り

合
併
後
の
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
懇
話
会
開
催

合
い
の
つ
く
数
字
で
負
担
を
お
願
い

す
る
し
か
な
い
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

・
医
療
費
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
保
育

料
な
ど
児
童
福
祉
全
体
で
協
議
す
る

べ
き
で
あ
る
。

・
乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、
笠

松
町
の
ス
タ
イ
ル
を
新
し
い
岐
阜
市

に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
、
全
国
に
発

信
す
る
一
つ
の
大
き
な
目
玉
と
し
て

ほ
し
い
。

・
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
を
背
負
う
子
供
た

ち
に
投
資
し
て
、
児
童
福
祉
で
ま
ち

づ
く
り
を
行
う
施
策
を
行
っ
た
ら
良

い
。

・
医
療
費
無
料
を
実
施
し
た
こ
ろ
か
ら

町
の
財
政
が
悪
化
し
て
き
た
の
で
は

な
い
か
。
財
政
を
圧
迫
し
な
い
こ
と

も
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。

町
名
･
字
名
に
つ
い
て

・
地
名
の
冠
に
「
笠
松
」
を
つ
け
て
ほ

し
い
。

・
地
域
性
や
方
向
を
分
か
り
や
す
く
す

る
た
め
、「
笠
松
町
」
の
名
前
を
残

し
た
ほ
う
が
良
い
。

・
笠
松
地
区
は
「
笠
松
町
○
○
町
」
と

「
町
」
が
2
回
続
く
の
で
、「
笠
松
」

だ
け
で
と
ど
め
た
ほ
う
が
語
呂
が
よ

く
ス
マ
ー
ト
で
あ
る
。

合
併
後
の
税
負
担

広
報
十
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
地
方
税
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

前
回
の
協
議
会
か
ら
継
続
し
て
協
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
原
案
の
と
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
後
の
笠
松
町
の
税
負
担
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

10月号記事の訂正

10月号の記事中 3 ページ「合併後の主
な地方税の調整案」の表中に誤りがありま
した。
お詫びして訂正いたします。

（誤）個人　所得割　 3 ％～12％
（正）個人　所得割　 3 ％～10％

合併協議会で使用された資料や会議録は、役場1階の行政

情報資料コーナーに設置してありますのでご覧ください。

また、インターネットでも見ることができます。

http://www.city.gifu.gifu.jp/g-gappei/

※ 2 事業所床面積の合計が1,000㎡を超える場合は1㎡につき600円、従業者数が100人を超える場合については従業
者給与総額に対して0.25%の税率で課税されます。

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度現　　　行税　　　　目

市民税

個

人

法

人

均 等 割

所 得 割

均 等 割

法人税割

固定資産税

都市計画税

軽自動車税

事 業 所 税

2,000円／年

3％～10％

50,000円～3,000,000円

12.3%

1.4%

制度なし

1,000円～7,200円

制度なし

2,000円／年 2,500円／年 3,000円／年

現 行 ど お り

現 行 ど お り

現 行 ど お り

現 行 ど お り

現 行 ど お り

課 税 を 免 除 0.3%※1

課 税 を 免 除 600円/㎡･0.25% ※2

合 併 後 の 税 負 担

3

※ 1 市街化区域内にある土地･家屋の価格（課税標準額）に0.3％の税率で課税されます。
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③

①

②

⑤

▲「目標は優勝! !」10人の力を合わせEボートを漕ぐ参加者たち（第1回木曽川Eボート大会）
①見事優勝に輝いた白川町の「ピアサポート八年会」（第1回木曽川
Eボート大会）②みんなで楽しくEボート体験乗船③岐阜工業高等
学校のミニSLに子どもたちは大はしゃぎ ! !④「フワフワ」には子
どもたちの長蛇の列。ちびっこコーナーは大賑わい! !⑤「ぼくたち、
私たちも頑張ったよ。」かわいらしい園児たちの演技（ステージイベ
ント）⑥笠松中学校吹奏楽部によるすばらしい演奏に観客からは大
きな拍手が送られました（ステージイベント）⑦キャラクターショ
ーではドラえもんの問いかけに会場の子どもたちが大きな声で答え
たりと、ステージと会場が一体となって盛り上がりました（ステー
ジイベント）

①

②

▲皆さんのふるさとへのメッセージが書かれた
木の葉が秋晴れの空を飾りました
（ファイナルステージ）

あなたはどんなメッセージを
書きましたか？

当
日
は
、
今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
川
湊
で
ワ
ッ
シ
ョ
イ
!!!
」
に
ふ

さ
わ
し
く
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
や
イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
の
溢
れ
る
パ
ワ
ー
で
大
盛
況
の
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
目
玉
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
「
第
一
回
木
曽
川
E
ボ
ー
ト
大
会
」。

来
年
笠
松
町
で
開
催
予
定
の
「
飛
騨
･
木
曽
川
E
ボ
ー
ト
交
流
会
」
の
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
大
会
で
は
、
三
十
七
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の

「
ド
ラ
え
も
ん
シ
ョ
ー（
四
次
元
ポ
ケ
ッ
ト
が
い
っ
ぱ
い
）」
が
行
わ
れ
、
ド

ラ
え
も
ん
が
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
す
る
や
い
な
や
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
！

ド
ラ
え
も
ん
の
動
き
に
釘
付
け
で
し
た
。
ま
た
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ

「
新
し
い
時
代
･
水
辺
の
緑
を
守
る
」
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
ふ
る
さ
と
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
木
の
葉
が
ス
テ
ー
ジ
の
上
、
大

空
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
イ
ベ
ン
ト
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
出
演
、
出
店
し
て
い
た

だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
岐
阜
県
か
ら
の
補
助
を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

④

⑤

⑥⑦

第12回｢リバーサイドカーニバル2003｣が10月19日、
木曽川河畔笠松港公園で開催されました。
第12回｢リバーサイドカーニバル2003｣が10月19日、

木曽川河畔笠松港公園で開催されました。

③

2003
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笠
松
町
民
大
運
動
会
が
十
月
五

日
、
笠
松
中
学
校
運
動
場
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
内
対
抗
の
「
千
二
百

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
」
や
「
近
代
三
種

リ
レ
ー
」、「
綱
引
き
」
な
ど
を
は
じ

め
、
事
業
所
や
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、

中
国
研
修
生
も
出
場
の
「
職
域
・
ク

ラ
ブ
別
リ
レ
ー
」、「
子
ど
も
会
ブ
ロ

ッ
ク
別
リ
レ
ー
」
ほ
か
、
一
般
参
加

の
競
技
な
ど
に
多
く
の
皆
さ
ん
が
出

場
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
「
各
種
団
体
仮
装
リ
レ
ー
」

や
「
た
し
て
52
」、
閉
会
式
後
の
抽

選
会
で
は
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
楽
し
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

（
結
果
7
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

馬
も
走
る
!?
（
職
域
・
ク
ラ
ブ
別
リ
レ
ー
）

▲

楽
し
い
仮
装
に
会
場
の
皆
さ
ん
は
大
爆
笑
! !

（
各
種
団
体
仮
装
リ
レ
ー
）

▲

力
を
合
わ
せ
て
「
ヨ
イ
シ
ョ
ー
!!
」（
町
内
別
対
抗
綱
引
き
）

▲

「
落
と
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
!!
」

（
ハ
ー
イ
宅
急
便
）

▲

▲各町内の皆さんの声援の中、力走する子どもたち
（子ども会ブロック別リレー）

こ
の
か
た
は
…

も
し
か
し
て
広
江
町
長
!?
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10月12日（日） 町民体育館（敬称略）
◎一般男子の部
優　勝 浅野　實・荒川忠男
準優勝 金森光治郎・森　俊夫
3 位 森　勝宏・松岡伸克

◎一般女子の部
優　勝 柳瀬麻希・松原由依
準優勝 西村由美子・奥村真弓
3 位 森かおり・前田聡美

黒田さつき・福井晴美
◎中学生男子の部
優　勝 浅野新也・則武和樹
準優勝 黒田匠馬・横井寛生
3 位 荒川一真・柳江貴仁

◎中学生女子の部
優　勝 永田知里・野田明里
準優勝 石原亜希・眞田智衣
3 位 前田莉沙・小木曽友香

坪井仁美・岩崎亜美
◎親子（父）の部
優　勝 永田伸二・智也
準優勝 荒川忠男・勇太
3 位 松原秀昭・佑樹

◎親子（母）の部
優　勝 戸崎明子・徹
準優勝 田原純子・美友綺
3 位 奥村真弓・亮太

宮川洋子・真理奈
◎小学6年生の部
優　勝 山田真也・柳瀬勇作
準優勝 戸崎　徹・服部　悟
3 位 稲見咲希・福田亜実

◎小学5年生の部
優　勝 西垣克哉・松原佑樹
準優勝 原　千晴・田原美友綺
3 位 田島麻帆・岩田紗矢香

◎小学4年生の部
優　勝 永田勝也・牧野崚平
準優勝 坪井梨恵・矢島夕貴
3 位 井上貴昭・奥村亮太

◎小学3年生以下の部
優　勝 大坪　誠・松原浩太
準優勝 野田純里・渡辺　爽
3 位 浅野志帆・宮川真理奈

子ども会ブロック別リレー
優　勝 第18ブロック
準優勝 第 1 ブロック
3 位 第 3 ブロック

町内別対抗綱引き
（Aブロック）
優　勝 北及第二
準優勝 田代西
3 位 長池東

（Bブロック）
優　勝 中門間
準優勝 長池北
3 位 下本町

（Cブロック）
優　勝 長池西
準優勝 田代中
3 位 西金池町

（Dブロック）
優　勝 清住町
準優勝 上柳川町
3 位 円城寺

職域・クラブ別リレー
（男子の部）
優　勝 羽島郡広域連合
準優勝 118番
3 位 笠松野球育成者

（女子の部）
優　勝 笠松刑務所
準優勝 笠松協会A
3 位 モードイワサキ

町内別対抗近代三種リレー
優　勝 下新町
準優勝 長池北
3 位 門前町

町内別対抗1,200メートルリレー
優　勝 田代西
準優勝 春日・東陽・常盤町
3 位 円城寺

スポーツ

レクリエー
ション

町民バドミントン大会 第52回
笠松町民大運動会

第58回国民体育大会（秋季大会）
が静岡県で10月25日から30日まで
開催され、当町から次の皆さんが
出場されました。 （敬称略）
坂井田昌弘（陸上監督）
松枝　　力（テニス監督兼選手）
尾藤　伸治（バドミントン少年女子監督）
下島喜代一（剣道）
島　寛司（ホッケー少年男子）

杉山　将士（バドミントン少年男子）

第70回全日本学生卓球選手権大
会が10月2日から5日まで尼崎市記
念公園総合体育館で開催され、当
町の長久保洋さん（月美町）が男子
ダブルスの部に出場され、全国の
強豪相手に健闘されました。

県シニアソフトテニス選手権大
会が各務原市スポーツ広場テニス
コートで10月5日に開催され、当
町から鵜飼達哉さん（無動寺）が55
歳以上の部に出場し、見事優勝さ
れました。

国民体育大会
（秋季大会）に出場

全日本学生卓球選
手権大会に出場

県シニアソフトテニス
選手権大会で優勝

▲ 10月7日、中央公民館で行われた激励会に
て代表で謝辞を述べる坂井田さん（中央）

ゴ
ー
ル
! !
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「
台
風
十
号
に
よ
る
日
高
周
辺

大
雨
災
害
義
援
金
」
を
各
施
設

で
九
月
十
二
日
ま
で
受
け
付
け

ま
し
た
。

【
義
援
金
総
額
】

二
万
一
千
三
百
十
九
円

皆
さ
ん
か
ら
の
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
岐
阜
県
支
部
を

通
じ
て
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

10
月
1
日

12
月
31
日

岐
阜
県
共
同
募
金
会
笠
松
町
分
会

3
8
7
･
5
3
3
2

午
前
七
時
三
十
分
の
サ
イ
レ
ン
を

合
図
に
避
難
訓
練
が
開
始
さ
れ
、
避

難
後
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
、消
防
団
、

水
防
団
、
消
防
本
部
の
指
導
で
消
火

器
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
・
三
角
巾

に
よ
る
応
急
手
当
訓
練
・
土
の
う
積

み
に
よ
る
応
急
復
旧
訓
練
・
人
形
を

使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
最
近
特
に
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
な
ど
で
地
震
へ
の
備
え
が
叫
ば
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
各
訓
練
に
真

剣
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
訓
練
に
参
加
い
た
だ
い
た

機
関
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。羽

島
警
察
署
、
町
議
会
、
羽
島
郡

広
域
連
合
消
防
本
部
、
町
内
の
水
防

団
、
町
消
防
団
、
町
赤
十
字
奉
仕
団
、

町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

〝
い
ざ
〞
と
い
う
と
き
に
備
え
て

町
・
町
自
主
防
災
会
協
議
会

合
同
防
災
訓
練

災
害
義
援
金
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

日
本
赤
十
字
社

笠
松
町
分
区

シ
ャ
ベ
ル
を
手
に
土
の
う
積
訓
練
を
す
る
参
加
者
た
ち

▲

消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練

▲

▲頭にけがをしたときの応急手当の方法を体験

町
と
町
自
主
防
災
会
協
議
会
と
の
合

同
に
よ
る
防
災
訓
練
が
九
月
二
十
八
日
、

笠
松
中
学
校
・
松
枝
小
学
校
・
下
羽
栗

小
学
校
の
各
会
場
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
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昭和58年11月10日以前に生まれたかたで、平成15年7月27日以前に笠松町で住民基本台帳（住民
票）が作成され、町の選挙人名簿に登録されているかた

転入されたかたは前住所地で
平成15年7月28日以後に町外から転入の届出をしたかたは、投票日に笠松町で投票することがで

きませんが、前住所地の選挙人名簿に登録されていれば、前住所地で投票することができます。
なお、選挙人名簿に登録されているかどうかは、前住所地の選挙管理委員会へおたずねください。

投票日に「仕事中」、「投票区の区域外に旅行中」などの理由で投票できないかたは、次の要領
で不在者投票ができます。

【期　間】10月28日（火）～11月8日（土）
最高裁判所裁判官国民審査の不在者投票は11月2日（日）からです。

【時　間】午前8時30分～午後8時

【場　所】役場 1階ロビー　

【方　法】宣誓書に書かれている不在者投票の事由を選択し、住所、氏名、生年月日を記入し
ます。印鑑は不要です。

【月　日】11月9日（日）

【時　間】午後9時～

【場　所】中央公民館 3階大ホール

10月28日（火）発送
入場券が届かない場合は、町選挙管理委員会（ 388・1111 内線224・225）へおたずねください。
また、入場券をなくされたときは、投票日に投票所で係員に申し出てください。

開　　票

投票所入場券

11月9日（日）

午前7時～午後8時

第1投票区　笠松小学校講堂
第2投票区　松枝公民館
第3投票区　総合会館

投票日

時　間

場　所

11月9日（日）
投票日！！

不在者投票

投票できるかた

笠松町選挙管理委員会・笠松町明るい選挙推進協議会
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住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム（
住
基
ネ
ッ
ト
）は
、
平
成
十

四
年
八
月
か
ら
一
次
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
「
国
の
行
政
機
関
な
ど
に
対
す
る

本
人
確
認
情
報
の
提
供
」が
始
ま
り
、

今
年
八
月
か
ら
は
二
次
サ
ー
ビ
ス
の

「
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付
」、

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
」、

「
転
入
転
出
手
続
き
の
簡
素
化
」
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
個
人
情
報

の
保
護
を
重
要
課
題
と
し
て
次
の
よ

う
な
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。

保
有
情
報
の
制
限
・
利
用
の
制
限

①
都
道
府
県
や
指
定
情
報
処
理
機
関

（
※
）が
保
有
す
る
情
報
は
、
4
情

報（
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・

性
別
）と
、
住
民
票
コ
ー
ド
お
よ

び
住
所
な
ど
の
変
更
情
報
に
限
定

し
て
い
ま
す
。

※
指
定
情
報
処
理
機
関
…
住
基
ネ
ッ
ト
の
円

滑
な
運
営
を
行
う
た
め
に
、
総
務
大
臣
に

よ
り
指
定
さ
れ
た
機
関
で
、
住
基
ネ
ッ
ト

を
24
時
間
監
視
し
て
い
ま
す
。（
財
団
法
人

地
方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー
が
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
）

②
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付
、
転

入
転
出
手
続
き
は
簡
素
化
さ
れ
、

転
出
市
区
町
村
か
ら
転
入
市
区
町

村
の
み
へ
、
本
人
確
認
情
報
以
外

の
続
柄
、
戸
籍
の
表
示
な
ど
の
情

報
が
送
信
さ
れ
ま
す
。（
都
道
府
県

や
指
定
情
報
処
理
機
関
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
へ
は
情
報
は
送
信
さ
れ
ま

せ
ん
）

③
情
報
提
供
を
行
う
行
政
機
関
の

範
囲
や
利
用
目
的
を
限
定
し
て
い

ま
す
。

④
住
民
票
コ
ー
ド
の
民
間
利
用
を
禁

止
し
て
い
ま
す
。

外
部
か
ら
の
侵
入
防
止

①
情
報
の
や
り
取
り
は
安
全
性
の
高

い
専
用
回
線
を
利
用
し
、
フ
ァ
イ

ア
ウ
ォ
ー
ル
お
よ
び
侵
入
検
知
装

置
の
設
置
に
よ
り
不
正
侵
入
を
防

止
し
て
い
ま
す
。
ま
た
住
基
ネ
ッ

ト
端
末
機
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ

イ
ル
ス
防
止
の
た
め
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
は
接
続
し
て
い
ま
せ
ん
。

②
通
信
を
行
う
際
に
は
デ
ー
タ
を
暗

号
化
し
て
い
ま
す
。

③
万
一
の
場
合
に
は
住
基
ネ
ッ
ト
を

停
止
し
ま
す
。

内
部
不
正
利
用
の
防
止

①
住
基
ネ
ッ
ト
操
作
者
に
は
守
秘
義

務
が
あ
り
、
通
常
よ
り
重
い
刑
罰

を
科
し
て
い
ま
す
。

②
操
作
者
識
別
カ
ー
ド
や
パ
ス
ワ
ー

ド
に
よ
る
厳
格
な
本
人
確
認
を
行

い
、
正
当
な
者
だ
け
が
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
操
作
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

③
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用
記
録
を
保

存
し
、
い
つ
、
だ
れ
が
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
使
用
し
た
か
、
追
跡
調

査
が
で
き
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
の

改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
の
個
人
情
報
保
護
措
置

①
カ
ー
ド
の
使
用
は
、
本
人
し
か
知

ら
な
い
暗
証
番
号
で
照
合
し
ま
す
。

②
カ
ー
ド
偽
造
、
改
ざ
ん
防
止
の
た

め
に
カ
ー
ド
に
防
止
用
機
能
を
付

加
し
て
い
ま
す
。

③
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
交

付
し
た
市
区
町
村
に
連
絡
す
れ

ば
、
す
ぐ
に
使
用
停
止
措
置
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
住
基
ネ
ッ
ト
は
安

全
、
安
心
な
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
今

後
と
も
個
人
情
報
保
護
に
十
分
配
慮

し
、
万
全
な
体
制
で
シ
ス
テ
ム
運
営

に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
先
】

住
民
課
戸
籍
住
民
係（
内
線
1
2
2
）
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パート収入は、通常、給与所得となります。パートの年収から、
給与所得控除額と基礎控除などの所得控除を差し引いた残額が課
税される所得です。
また、内職などの収入は、事業所得または雑所得となりますが、
パート収入とのバランスを図るため、一定の条件にあてはまるか
たは、必要経費の特例が設けられています。

配偶者控除＆配偶者特別控除

配偶者のパートの年収が103万円までであれ
ば、配偶者控除が受けられ、配偶者特別控除に
ついても、配偶者の所得によって段階的に適用
されます。
※詳しくは、最寄りの税務相談室または岐阜南
税務署（ 271･7111）へおたずねください。

場所・月日 作品展示の部 ステージ発表の部

中央公民館
11月16日（日）

松枝公民館
11月23日（祝）

茶道（お点前披露） 10：00～14：00

9：00～16：00 

生け花、スケッチ、茶道、歌謡舞踊、押し花アー
ト、文化刺しゅうと木目込
み人形、手編み、かな書道、
中国語、水墨画、木版画

13：00～

のびのびリズム体操
楽しいコーラス
着付、オカリナ
楽しい朗読
肩こり･腰痛予防の体操とマッサージ
楽しい日本舞踊

13：00～

のびのびリズム体操
歌謡舞踊
大正琴

総合会館
11月23日（祝）

9：00～16：00 

トールペイント、着物のリ
フォーム、毛筆実用の書、
クッキング、生け花、陶芸

13：00～

のびのびリズム体操
太極拳
楽しいウォーキング体操
リズム体操

【問合先】中央公民館　 388･3231

【月　日】11月25日（火）
【場　所】中央公民館

年末調整説明会
【時　間】午前10時～正午

青色申告決算説明会
【時　間】午後 1 時～ 3 時

※説明会の案内書と申告に必要な関
係書類を併せて事前に郵送します
ので、当日ご持参ください。

【問合先】税務課（内線116・117）
岐阜南税務署 271・7111

▲
▲

年 末 調 整
青色申告決算

説明会 夫婦と税（パートと税）

茶道（お点前披露） 10：00～14：00

9：00～16：00 

川柳、英会話、パソコン、木版画、陶芸、ビーズ
アクセサリー、毛筆習字、
油絵、フラワーアレンジ
メント、茶道、写真



12

当座預金、普通預金、別段預金については、平成17年3月末まで引き続き全額保護されます。

○定期預金などについては、これまで同様、預金者一人当たり、一金融機関ごとに元本1,000万円まで
とその利息などが保護されます。

○平成17年4月以降は、当座預金などの利息のつかない預金が全額保護されることになります。
※農水産業協同組合貯金保険制度も同様の取り扱いがなされます。

平成14年4月～平成17年3月商品の分類 期　　間 平成17年4月～

（※1）このほか、納税準備預金、掛金、預金保険の対象預金を用いた積立・財形貯蓄商品が該当します。
（※2）決済用預金といいます。「無利息、要求払い、決済サービスを提供できること」という 3 条件を満たす

ものです。
（※3）定期積金の給付補てん金、金銭信託における収益の分配なども利息と同様保護されます。

○銀行（日本国内に本店のあるもの） ○信用金庫　　　○信用組合　　　○労働金庫
○信金中央金庫　　　○全国信用協同組合連合会　　　○労働金庫連合会
※農協、漁協、水産加工協などの系統金融機関は、別途、農水産業協同組合貯金保険制度に加入しています。
詳しくは、農水産業協同組合貯金保険機構（ 03・3285・1272）までおたずねください。

預金保険機構（ 03・3212・6029）、東海財務局（ 052・951・2490）または金融機関の窓口におたずねく

ださい。

金融庁ホームページ　　　　　http://www.fsa.go.jp/

預金保険機構ホームページ　　http://www.dic.go.jp/

当座預金、普通預金、別段預金

定期預金、貯蓄預金、通知預金、
定期積金、元本補てん契約のあ
る金銭信託（ビッグなどの貸付信
託を含みます）、金融債（保護預
り専用商品に限ります）など（※1）

外貨預金、譲渡性預金、元本補
てん契約のない金銭信託（ヒット、
スーパーヒットなど）、金融債（保
護預り専用商品以外のもの）

保護対象外

合算して元本1,000万円までとその利息など（※3）を保護

全額保護
利息のつかないなどの条件を

満たす預金（※2）は全額保護預
金
保
険
の
対
象
商
品

預
金
保
険
の
対
象
外
商
品

預金保険対象商品と保護の範囲は？

預金保険制度に加入している金融機関は？

もっと詳しく知りたいかたは？

1,000万円を超える部分は、破たん金融機関の財産の状況に
応じて支払われます（一部カットされることがあります）。

破たん金融機関の財産の状況に応じて支払われます（一部
カットされることがあります）。
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［問合
先］

岐阜南
社会保

険事務
所

273・6
161

国民年金の魅力と役割を
知っていますか

国民年金は、国が運営する確実な将来の支えです
社会全体で世代間扶養を行う仕組みをとっている国民年金は、将来の経済社会がどのように変わろうとも、

やがて必ず訪れる長い老後の収入確保を約束できる唯一のものです。

保険料納付は、みんなの義務です
日本に住んでいる20歳から60歳までのかた（自営業者、フリーター、学生など）は、法律により、国民年金

に加入し、保険料を納める義務があります。

保険料を納めると、生涯にわたり年金が受けられます
国民年金は、どんなに長生きしても生涯にわたって受けることができます。

国民年金には、老後の生活を保障する老齢年金だけでなく、病気や事故で一定の障
害が残ったときの障害年金や一家の働き手が亡くなったときの遺族年金があります。

年金額の3分の1は国が負担します
国庫補助の財源は、あなたやあなたの家族が納めている税金の一部です。

保険料は全額、社会保険料控除の対象です
国民年金保険料は、確定申告の際、全額社会保険料控除として認められています。

国民年金は、日本に住んでいる20歳から60歳までのかたは必ず加入しなければならない制度です。
将来のこと、家族のことを考えていますか？
もし、年をとって年金を受けられなかったり、病気や事故で一定の障害が残ったり、一家の働き手

が亡くなったらどうしますか？

こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
乾
燥

し
た
季
節
風
の
強
い
日
が
多
く

な
り
、
枯
草
火
災
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

空
地
内
に
生
え
た
草
が
、
枯

れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る

と
、
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
、
悪

質
な
放
火
な
ど
で
枯
草
火
災
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
近

隣
の
人
に
も
恐
怖
感
を
与
え
て

し
ま
い
ま
す
。

近
年
羽
島
郡
内
で
も
、
枯
草

火
災
の
際
に
、
近
く
に
駐
車
し

て
あ
っ
た
自
動
車
に
飛
び
火

し
、
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
事
例

も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
枯
草

火
災
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
た
き
火
は
燃
え
や
す
い
も
の

の
近
く
で
は
避
け
、
消
火
用

の
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

消防署
枯草火災を起こさない
町づくり

羽島郡広域連合 388・1195

②
子
ど
も
に
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
な
ど
に
触
れ
さ
せ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
喫
煙
者
は
マ
ナ
ー
の
向
上
に

努
め
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

④
空
地
を
所
有
し
て
い
る
人
は

枯
草
の
除
去
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

⑤
気
象
状
況
に
十
分
注
意
し
、

特
に
火
災
警
報
発
令
中
に
は

屋
外
で
は
火
を
取
り
扱
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

枯
草
火
災
は
、
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
心
掛
け
で
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
火
災
予
防
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「万が一」のとき、障害年金・遺族年金が受けられます
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若
い
人
た
ち
は
、
華
麗
な
ス
テ
ッ
プ
を
夢
み

て
、
高
齢
者
は
、
足
腰
を
鍛
え
、
姿
勢
が
良
く

な
る
よ
う
に
。
ま
た
、
共
に
い
つ
ま
で
も
若
々
し

く
輝
い
て
い
た
い
と
い
う
願
い
も
あ
っ
て
、
サ
ー

ク
ル
名
が
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
メ
イ
ト
に
な
り
ま
し
た
。

タ
ン
ゴ
や
ワ
ル
ツ
、
ル
ン
バ
や
サ
ン
バ
な
ど

の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
踊
る
の
は
、
と
て
も
楽
し

く
て
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
り
ま
す
。

時
に
は
実
習
に
も
出
か
け
ま
す
。

レ
ッ
ス
ン
は
、
個
人
指
導
な
の
で
、
定
員
は

8
人
く
ら
い
で
す
。
現
在
2
人
程
募
集
を
し
て

い
ま
す
。

〔
活
動
日
〕
毎
月
3
回

土
曜
日

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

〔
場

所
〕
中
央
公
民
館

〔
連
絡
先
〕
二
見
町

杉
山
弓
子

宅

（

3
8
7
・
3
6
4
3
）

いつまでも若々しく輝いて
ブリリアントメイト（ダンス）

・ にんじん …1本（約180g）

・ たまねぎ……………150g

・ 米 ………………小さじ2

・ 固形スープの素 …1～2個

・ 牛乳 ……………カップ1

・ 生クリーム …カップ半分

・ バター …………大さじ2

・ 塩 ……………………少々

・ こしょう ……………少々

材

料

4
人
分

キャロットポタージュ

な

ま

か

N
A
K
A
M
A

BOOK

ナマケモノくんはいろんな動物たちに「どうして
そんなにナマケてるの？」とたずねられます。でも、
ナマケモノくんは、「ゆっくり・のんびり・おっとり」
なだけ。周りのみんなものんびり静かな気分にな
ります。この絵本でナマケモノくんと遊んだあと、
あなたの周りの「ゆっくり」さんを探してください。

ゆ
っ
く
り
が

い
っ
ぱ
い
！絵

本

著
者

エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル

発
行

偕
成
社

BOOK

おばあちゃんが作ってくれた人形のリ
ンゴちゃんはとってもわがまま。「私を世
界で一番大好きになって。さもないと…」
と言ってマイちゃんを困らせます。マイ
ちゃんはリンゴちゃんと仲良くなれるの
でしょうか？女の子と人形のとっても楽
しいお話です。

リ
ン
ゴ
ち
ゃ
ん

児
童

著
者

角
野
栄
子

発
行

ポ
プ
ラ
社

突然のノーベル賞授賞に始まった一連
の過激報道に戸惑い、憤りを感じた著者
が、自分を理解して欲しいとの思いを込
めて綴った作品。授賞が決まった日の混
乱等のエピソードや独創性・創造性の源
はなにかなど新たなメッセージを込めた
会心の一冊。

生
涯
最
高
の
失
敗一

般

著
者

田
中
耕
一

発
行

朝
日
新
聞
社

中央公民館・松枝公民館・総合会館の図書室には、毎週新しい本が入ってきます。
新着本は、ホームページの蔵書検索からご覧いただけます。

ビ
タ
ミ
ン
A
た
っ
ぷ
り
の
に
ん

じ
ん
を
な
め
ら
か
な
口
当
た
り
の

ス
ー
プ
に
し
ま
し
た
。
に
ん
じ
ん

が
苦
手
な
人
で
も
こ
れ
な
ら
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

（
作
り
方
）

①
に
ん
じ
ん
は
、
皮
を
む
い
て
縦

半
分
に
切
り
、
端
か
ら
薄
く
切

る
。
た
ま
ね
ぎ
は
、
あ
ら
め
の

み
じ
ん
に
切
る
。

②
鍋
に
分
量
の
バ
タ
ー
を
溶
か

し
、
た
ま
ね
ぎ
、
に
ん
じ
ん
、

米
の
順
に
加
え
て
炒
め
合
わ
せ

る
。
水
カ
ッ
プ
3
と
ス
ー
プ
の

素
を
加
え
、
煮
立
っ
た
ら
ア
ク

を
す
く
い
、
約
十
分
間
煮
る
。

③
ミ
キ
サ
ー
、
ま
た
は
裏
ご
し
器

に
か
け
て
鍋
に
戻
し
、
牛
乳
を

加
え
て
一
煮
し
、
塩
、
こ
し
ょ

う
で
味
を
整
え
、
生
ク
リ
ー
ム

を
加
え
る
。

④
器
に
注
ぎ
、
パ
セ
リ
の
み
じ
ん

切
り
ま
た
は
、
ク
ル
ト
ン
な
ど

を
浮
か
す
。

★
米
を
入
れ
る
の
は
、
ス
ー
プ
に

と
ろ
み
を
つ
け
る
た
め
で
、
に

ん
じ
ん
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
に
は
、

小
麦
粉
よ
り
米
の
と
ろ
み
が
合

い
ま
す
。
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私
た
ち
の
園
で
は
、
年
に
数
回
、

子
ど
も
た
ち
が
松
波
老
人
保
健
施
設

に
い
る
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
を

訪
問
し
、交
流
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
五
月
に
も
年
長
組
の
子
ど
も

た
ち
が
お
邪
魔
を
し
ま
し
た
。
訪
問

を
す
る
前
に
は
、
園
の
子
ど
も
た
ち

と
、
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
首
飾
り
を
作
っ
た

り
、
お
歌
の
練
習
を
し
た
り
し
ま
し

た
。「
ど
ん
な
物
が
喜
ん
で
も
ら
え

る
だ
ろ
う
、
ど
ん
な
歌
な
ら
一
緒
に

歌
っ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
」
と
お
じ

い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
の
こ
と
を

み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、「
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
た

ち
の
中
に
は
、
な
か
な
か
み
ん
な
の

よ
う
な
小
さ
い
子
に
会
え
な
く
て
寂

し
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
ね
」

笠松町道徳教育連絡会議

教育委員会だより

教育電話相談

〜
悩
ん
だ
ら
気
楽
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
〜

郡
四
町
教
育
委
員
会

2
4
5
・
1
1
3
3

学
校
で
は
「
ど
き
ど
き
・
い
き
い

き
・
し
っ
と
り
が
と
て
も
大
切
だ
」

と
、
か
つ
て
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩

教
師
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
私
も
実
践
の
中
で
子
ど

も
の
成
長
に
と
っ
て
、
こ
の
こ
と
が

大
変
重
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
そ

れ
は
、次
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
で
す
。

―
ど
き
ど
き
―

運
動
会
の
ス
タ
ー
ト
。
係
り
決
め

の
投
票
の
と
き
。
初
め
て
全
校
の
前

で
話
す
と
き
。
劇
や
合
唱
な
ど
の
発

表
。
毎
日
の
授
業
で
の
発
表
で
も
ど

き
ど
き
す
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

何
か
行
動
を
起
こ
し
た
と
き
、
ど

き
ど
き
し
ま
す
。
そ
れ
が
強
か
っ
た

と
き
ほ
ど
乗
り
越
え
た
と
き
の
感
動

や
達
成
感
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
き
で
も
悔
し
さ

や
挑
戦
し
た
満
足
感
が
残
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
「
ど
き
ど
き
」
が
子

ど
も
を
成
長
さ
せ
る
か
ら
で
す
。

―
い
き
い
き
―

自
分
で
目
標
を
持
ち
、
方
法
を
工

夫
し
、
ね
ば
り
強
く
挑
戦
し
て
い
る

子
ど
も
の
姿
は
い
き
い
き
し
て
い
ま

す
。や

る
気
に
な
っ
た
時
、
子
ど
も
た

ち
は
思
い
も
か
け
な
い
力
を
発
揮
し

た
り
、
素
晴
ら
し
い
成
長
を
見
せ
ま

松
波
老
人
保
健
施
設
の
訪
問
を
通
し
て

と
お
話
す
る
と
、「
み
ん
な
の
モ
リ

モ
リ
元
気
パ
ワ
ー
を
お
じ
い
さ
ん
お

ば
あ
さ
ん
た
ち
に
分
け
に
行
こ
う
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
も
、
自
分
た
ち
が
お
じ
い
さ

ん
お
ば
あ
さ
ん
に
元
気
を
分
け
て
く

る
ん
だ
と
い
う
使
命
感
の
よ
う
な
も

の
を
持
っ
た
よ
う
で
、
と
て
も
張
り

切
っ
て
訪
問
の
日
を
待
ち
わ
び
て
い

ま
し
た
。

訪
問
当
日
、
老
人
保
健
施
設
に
通

さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
お
じ
い
さ
ん
お

ば
あ
さ
ん
た
ち
を
目
の
当
た
り
に
す

る
と
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
し
て
体
が
固

ま
っ
て
い
る
子
も
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
お
じ
い

さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
の
子
ど
も
を

見
つ
め
る
温
か
い
目
や
笑
顔
に
触
れ

る
と
、
子
ど
も
た
ち
も
少
し
ず
つ
い

つ
も
の
調
子
を
取
り

戻
し
て
い
き
ま
し

た
。
前
回
の
訪
問
で

は
慣
れ
な
い
た
め

か
、
お
じ
い
さ
ん
お

ば
あ
さ
ん
と
な
か
な

か
触
れ
合
え
ず
、
握

手
を
す
る
の
も
ビ
ク

ビ
ク
し
て
い
る
子
も

い
ま
し
た
が
、
今
回

は
二
回
目
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
み
ん
な

優
し
く
お
じ
い
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん
に
接
し
て
い
ま
し
た
。

何●

か●

体●

で●

感●

じ●

る●

の●

か●

、
不
思
議
と

お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
に
優
し
く

接
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
。そ
し
て
、

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を
見
て
思
わ
ず

涙
ぐ
む
お
ば
あ
さ
ん
が
い
た
り
、
手

を
握
っ
た
ま
ま
一
生
懸
命
子
ど
も
に

お
話
を
す
る
お
じ
い
さ
ん
が
い
た
り
。

そ
れ
だ
け
で
も
、
き
っ
と
子
ど
も
た

ち
の
中
に
何
か
感
じ
る
も
の
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
目
を
細

め
て
優
し
く
見
守
っ
て
い
た
お
じ
い

さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
に
も
…
。

お
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
ち
ょ
っ
と

し
た
ゲ
ー
ム
を
し
た
後
、
お
昼
ご
飯

を
一
緒
に
食
べ
ま
し
た
。
苦
手
な
物

を
残
す
子
ど
も
に
、「
こ
れ
に
は
こ

う
い
う
栄
養
が
あ
っ
て
昔
か
ら
こ
ん

な
い
い
伝
え
が
あ
る
ん
だ
よ
」な
ど
、

お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
な
ら
で
は

の
知
識
を
教
え
て
く
だ
さ
る
か
た
や

「
よ
く
食
べ
た
ね
」
と
優
し
く
褒
め

て
く
だ
さ
る
か
た
な
ど
い
ろ
い
ろ
み

え
ま
し
た
。

交
流
会
自
体
は
、
ほ
ん
の
短
い
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
通
し
て
、
お

互
い
言
葉
で
伝
え
た
り
、
何
か
を
体

で
感
じ
と
っ
た
り
し
て
い
け
た
ら

な
、
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

よ
う
な
会
を
設
け
て
く
だ
さ
る
松
波

老
人
保
健
施
設
の
皆
さ
ん
に
も
感
謝

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

笠
松
双
葉
幼
稚
園教

諭

遠
藤

恵
美

す
。
い
か
に
子
ど
も
た
ち
を
や
る
気

に
さ
せ
、
い
き
い
き
と
目
を
輝
か
せ

て
主
体
的
に
取
り
組
む
姿
を
作
り
出

す
こ
と
が
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育

て
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

頑
張
り
を
見
つ
け
て
褒
め

る
こ
と
や
魅
力
の
あ
る
活
動

を
味
わ
わ
せ
る
こ
と
な
ど
が

効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
。

―
し
っ
と
り
―

仲
間
を
思
い
や
る
気
持
ち

や
道
徳
的
な
心
情
の
広
が
り

は
し
っ
と
り
と
し
た
雰
囲
気

に
な
っ
て
表
れ
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
の
落
ち
着
き
も
出
て

き
ま
す
。
行
事
や
日
常
生
活

の
中
で
人
と
触
れ
合
う
機
会

を
多
く
し
、
仲
間
と
作
り
上

げ
る
活
動
に
よ
っ
て
し
っ
と

り
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
。

安
心
感
が
あ
る
集
団
の
中

で
生
活
し
て
い
る
と
き
、
子

ど
も
た
ち
は
自
分
ら
し
さ
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
か
ら
で

す
。「

ど
き
ど
き
・
い
き
い

き
・
し
っ
と
り
」
を
、
家
庭
や
地
域

の
行
事
の
中
な
ど
で
も
、
是
非
多
く

の
子
ど
も
た
ち
に
味
わ
わ
せ
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

どきどき・いきいき・しっとり
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中央公民館

〈お問い合わせは〉
役 場
南 事 務 所

福 祉
健康センター

（町体育協会事務局）

388-1111

388-7171

388-3231

松枝公民館 387-0156
下羽栗会館

総 合 会 館

福 祉 会 館

387-2360

387-8432

387-1121

387-5332町社会福祉
協 議 会

北 事 務 所 387-6266

お
願
い

情
報

お知
らせ

重度障害者対応ボランティア
養成講座 岐阜地域福祉事務所

重度身体障害者の介護に対する関心があり、地域および
施設などでボランティア活動を行うかたを養成するための
講座を開催します。
【月　日】12月11日（木）・12日（金）（両日共に参加可能なかた）
【時　間】午前10時～午後4時
【場　所】岐阜県立三光園（山県市大桑3606）
【内　容】重度身体障害者の介護を目的としたボランティ

ア活動に必要な知識や技術を学びます。
【定　員】20人　※申込多数の場合は抽選
【費　用】無料（教材費などについては実費徴収）
【申込期限】11月21日（金）
【申込・問合先】岐阜地域福祉事務所

264・1111（内線243・244） FAX264・2609

水道メータの検針にご協力を
水道課

水道メータは、皆さんのご家庭の水道料金などを算定す
るため、2 カ月に 1 回検針にお伺いしています。いつも正
しい検針ができるよう、メー
タの上に物を置かないよう
に、また、検針員が犬にかま
れないようにご協力をお願い
します。

家庭教育シリーズ講座④
中央公民館

町では、家庭教育の在り方について考え、明るく楽しい
家庭づくりを目的として家庭教育シリーズ講座を開催して
います。
第 4 回目は、次のように行いますので、是非お出かけく
ださい。なお、当日は、託児室を設けていますのでご利用
ください。
【月　日】11月13日（木）
【時　間】午後 7 時30分～ 9 時15分
【場　所】中央公民館　集会室
【講座内容】「社会の変化と子育て」

講師　教育総合アドバイザー　
加藤　司郎　氏

全国一斉「女性の人権ホットライン」
相談日開設 岐阜地方法務局人権擁護課

夫・パートナーからの暴力や職場などでのセクシュア
ル・ハラスメント、ストーカー行為など、女性に関わる人
権相談に応じます。
相談は、電話のほか、面接でも応

じますので、どなたでもお気軽にご
相談ください。相談は無料で秘密は
固く守られます。
【月　日】11月20日（木）
【時　間】午前10時～午後 5 時
【場　所】面接…岐阜地方法務局人権擁護課

（岐阜市金竜町5丁目13番地）
電話…女性の人権ホットライン　 240・5580

【問合先】岐阜地方法務局人権擁護課または岐阜県人権擁
護委員連合会事務局　 245・3181

教育のつどい参加者募集
岐阜教育振興事務所

【月　日】12月 6 日（土）
【時　間】午後 1 時30分より
【場　所】羽島市立中央公民館（羽島市文化センター内）
【内　容】『地域社会と共に生きる「奉仕活動・体験活動」

のあり方を考える』
小中学校の奉仕活動・体験活動について実践発
表と意見交流を行います。
県民の皆さんの声をお聞かせください。

【定　員】50人
【申込期限】11月18日（火）

定員になり次第締め切り
【申込方法】ハガキまたは電話で「氏名」、「住所」、「電話

番号」を申し込んでください。
【申込・問合先】〒500-8708 岐阜市司町1 岐阜総合庁舎内

岐阜教育振興事務所　地域教育課
264・1111（内線433）

子育てサロン 子育て支援センター

【月　日】11月29日（土）
【時　間】午前 9 時45分～11時
【場　所】子育て支援センター

（第一保育所内）
【内　容】「親子で楽しい人形劇をみよう」

人形劇団モン・メール（町文化協会と共催）
※小さいお子様には、保育士が付き添いますの
で、お気軽にご参加ください。

【問合先】子育て支援センター　 387・2664
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運動場・テニスコート（12月分）
【月　日】11月25日（火）
【時　間】午後 7 時30分～
【場　所】中央公民館

「年賀状の宛名書き」承ります
町シルバー人材センター

笠松町シルバー人材センターでは、年賀状の宛名書きを
承っています。ご利用ください。
なお、年末は混み合いますのでお早めにお申し込みくだ
さい。
【料　金】 1 枚30円から

※別に事務手数料 5 ％がかかります。
【申込・問合先】町シルバー人材センター　 387･5332

安全運転講習会と映画鑑賞
羽島地区交通安全協会

飲酒運転などの悪質・危険な運転に対する罰則が強化さ
れたにもかかわらず、依然として違反者がいます。そこで、
交通ルールの厳守と正しい交通マナーの向上や、交通事故
撲滅を期するために「講習会」を行います。
なお、受講者には表彰講習カードに証明捺印と粗品をお
渡ししますので是非お出かけください。
【月日・場所】11月16日（日） 総合会館

11月19日（水） 松枝公民館
11月21日（金） 中央公民館

【時　間】午後 7 時～ 9 時
【問合先】羽島地区交通安全協会　 387･5615

国有地売却のお知らせ
岐阜財務事務所

【売却物件】円城寺字上田512番地ほか岐阜市、羽島市、岐
南町など12市町村69物件

【売却方法】一般競争入札（期間入札）による売却
※入札は原則郵送により東海財務局（〒460-
8521 名古屋市中区三の丸3-3-1）で受付

【入札受付期間】11月 4 日（火）～13日（木） 午後 5 時必着
【開札日】11月19日（水）
【問合先】岐阜財務事務所　 247・4252

第6回学友会文化講演会
岐阜聖徳学園大学学友会

岐阜聖徳学園大学学友会では、テレビ番組「行列のでき
る法律相談所」に出演の弁護士・橋下徹さんを講師にお迎
えし、文化講演会を開催します。是非お出かけください。
【月　日】11月21日（金）
【時　間】午後5時（午後4時30分開場）
【場　所】岐阜聖徳学園大学　羽島キャンパス 5 号館 1 階

多目的ホール（5101教室）
【内　容】これならできる!   男と女、仕事の家庭バランス生活

（男女の現代における問題点について）
※なお、当日は混雑する恐れがありますので、
公共交通機関をご利用ください。

【問合先】岐阜聖徳学園大学　学友会　 279・0804

岐阜県教育週間　学校公開
県立岐阜工業高等学校

＜公開文化祭＞
【月　日】11月 2 日（日）
【時　間】午前10時～午後 2 時
【場　所】岐阜工業高等学校全館
【内　容】
・各科、クラス、文化系部・同好会、育友会などの作品展
示、バザーなど

・専門学科実習などの公開と体験コーナーでの「ものづく
り」体験

・課題研究の中間発表、ロボット製作、各部活動の展示など
＜学校公開＞
【月　日】11月12日（水）
【時　間】午後 5 時55分～ 8 時
【場　所】岐阜工業高等学校 1 号館、実習棟 1 号館、体育館
【内　容】
・授業参観…工業技術科の実習および座学を主とする公開

授業
・懇 談 会…本校教育について保護者、学校評議員並びに

地域関係者の皆さんとの意見交換
【問合先】岐阜工業高等学校　 387・4141

見直そう　あなたのゴミの　あとしまつ
岐阜県第 5 回「ごみ対策」川柳コンテスト佳作

http://www.usiwakamaru.or.jp/̃kasamatu

◆紅葉シリーズ
4 日（火） 7 日（金）
5 日（水）サラ・プリンセス特別 10日（月）JRA指定交流
6 日（木） 11日（火）アラブ銀杯

◆サラブレッドカップシリーズ
19日（水） 24日（休）全日本サラブレッドカップ
20日（木）JRA指定交流 25日（火）
21日（金） 26日（水）JA岐阜南杯

《中央・地方指定交流競走》
11月24日（休）農林水産大臣賞典　全日本サラブレッドカップ（GⅢ）
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人
権
相
談
は
、
自
宅
で

も
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
の
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人権相談 人権擁護委員

齋藤好子　中川町20 387・0812

保母勝壽　弥生町30 387・2782

後藤　稔　北及1183 388・1495

杉原貴子　中野256 388・1496

行
政
相
談

人
権
相
談

矢や

立た
て

矢や

立た
て

は
昔
流
行
し
た
日
本
の
万
年
筆

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
江
戸
時
代
か

ら
明
治
時
代
の
初
め
に
か
け
て
、
武
士
、

町
人
、
文
人
、
僧
侶
な
ど
あ
ら
ゆ
る
階

級
の
人
々
が
腰
に
差
し
て
持
ち
歩
い
た

筆ひ
つ

墨ぼ
く

の
道
具
で
す
。
平
成
の
今
日
で
は

ほ
と
ん
ど
使
用
す
る
こ
と
が
な
く
な
り

世
の
中
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
姿
を
消
し

て
し
ま
い
、
相
当
年
配
の
人
で
も
矢や

立た
て

を
知
ら
な
い
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

矢や

立た
て

の
語
源
は
、
昔
、
文
字
を
書
く

時
に
矢
を
立
て
て
矢
じ
り
で
書
い
た
こ

と
や
、
証
文
を
書
く
た
め
の
道
具
で
借

権
を
取
り
立
て
る
側
か
ら
す
れ
ば
、
攻

め
の
「
矢
」、
債
務
を
弁
済
す
る
側
か

ら
す
れ
ば
「
楯
」
で
、「
矢
と
楯
」
が

変
化
し
て
「
矢や

立た
て

」
と
な
っ
た
説
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
昔
の
古
い
辞
書

に
は
、
武
士
た
ち
が
戦
場
へ
行
く
時
に

背
負
っ
て
行
っ
た
「
え
び
ら（
矢
を
立

て
て
入
れ
る
箱
）」
の
中
へ
入
れ
て
持

ち
歩
い
た
筆
記
道
具
が
「
矢や

立た
て

」
で
あ

る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
武
士
た
ち
は
、

こ
の
え
び
ら
の
中
へ
、
故
郷
の
妻
子
へ

の
便
り
や
旅
先
で
気
付
い
た
事
柄
、
歌

な
ど
を
書
く
た
め
に
筆
と
硯す

ず
り

を
入
れ
て

持
ち
歩
い
た
も
の
で
す
。
え
び
ら
＝
矢

を
立
て
て
入
れ
る
箱
の
中
へ
入
れ
た
筆ひ

つ

墨ぼ
く

の
道
具
が
変
化
し
て
、
い
つ
の
こ
ろ

か
ら
か
「
矢や

立た
て

」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
正
し
い
語
源
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

矢や

立た
て

が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
戦
国
時
代
以
降
で
、「
え
び
ら
」

の
中
へ
入
れ
て
持
ち
歩
く
と
い
う
矢や

立た
て

の
語
源
か
ら
す
る
と
、
戦
国
時
代
に
始

ま
り
江
戸
時
代
に
入
っ
て
急
激
に
発
達

し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

矢や

立た
て

の
原
始
的
な
形
は
筆
と
硯す

ず
り

と
墨す

み

と
水
指
し
と
が
一
つ
の
箱
の
中
に
行
儀

よ
く
並
べ
て
あ
り
、
こ
れ
を
紐ひ

も

で
ぶ
ら

下
げ
て
持
ち
歩
き
ま
し
た
。
後の

ち

に
筆
や

硯す
ず
り

を
箱
に
入
れ
て
持
ち
歩
く
の
は
不
便

な
た
め
、
こ
れ
が
改
良
さ
れ
、
筆
筒

ふ
で
づ
つ

の

先
へ
墨
壺

す
み
つ
ぼ

を
取
り
付
け
て
一
本
の
棒
の

よ
う
に
し
て
こ
れ
を
腰
に
差
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
更
に
筆
入
れ
と
墨す

み

壺つ
ぼ

と

を
別
に
し
て
墨す

み

壺つ
ぼ

は
美
し
い
紐ひ

も

で
ぶ
ら

下
げ
、
根
じ
め
に
は
さ
ん
ご
や
め
の
う
、

象
牙
な
ど
の
美
し
い
飾
り
を
付
け
る
と

い
う
い
き
な
形
が
流
行
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
形
を
変
え
て
旅
を

す
る
時
に
は
、
行こ

う

李り

や
挾
み
箱
な
ど
の

中
に
他
の
荷
物
と
一
緒
に
入
れ
て
持
ち

歩
く
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
飾
り
物
の

よ
う
な
も
の
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

矢や

立た
て

は
生
活
必
需
品
だ
っ
た
の
で
金

銀
を
使
っ
た
高
価
な
も
の
は
少
な
く
、

そ
の
形
も
各
人
の
好
み
に
応
じ
て
千
差

万
別
で
し
た
。

資
料
館
に
は
、
江
戸
時
代
の
商
人
の

旅
道
具
の
一
つ
と
し
て
、
つ
り
下
げ
矢や

立た
て

や
棒
型
の
矢や

立た
て

を
紹
介
、
展
示
し
て

い
ま
す
。

▲携帯用の筆記具で、綿状の物に墨を含め筆をそえた

・
・
・

・
・
・

・
・

※行政相談は、現在、行政相談委員が欠員になっていますので、岐阜行政評価事務所
（ 246・4411）へご相談ください。
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30
23

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 紙製容器包装 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下）
古紙類など
紙製容器包装 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

文化の日

親子歯みがき教室
9:30～9:40

福祉健康センター

心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00   福祉会館

にこにこ教室
9:20～9:30

福祉健康センター
ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30   福祉会館
健康相談
13:30～14:30   福祉会館

身体障害者相談
10:00～12:00   福祉会館

育児・マタニティ・
健康相談
13:30～14:30

下羽栗会館

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30   総合会館

育児・マタニティ相談
10:00～11:30

第一保育所
ツベルクリン反応検査
13:30～14:30

福祉健康センター
プレパマクラブ
18:20～18:30

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

フッ化物塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
1歳6か月児健康診査
13:30～14:10

福祉健康センター

BCG予防接種
13:30～14:30

福祉健康センター

家庭の日

健康相談
13:30～14:30   福祉会館

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30
福祉健康センター

ポリオ予防接種
13:30～14:30

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00   福祉会館

献血
9:00～12:00

ギフメン㈱
13:00～16:00

㈱光製作所
フッ化物塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
3歳児健康診査
13:10～13:50

福祉健康センター

お誕生教室
13:20～14:00

福祉健康センター

振替休日

フッ化物塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
乳児健康診査
13:20～14:10

福祉健康センター

育児・マタニティ相談
10:00～11:30

第一保育所
ツベルクリン反応検査
13:30～14:30

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

健康教室（貧血）
9:00～ 9:15

福祉健康センター
フッ化物塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
ふれあいひろば
（機能訓練教室）
13:30～15:30   福祉会館
育児・マタニティ・健康相談
13:30～14:30

福祉健康センター

健康相談〔講義編〕
（糖尿・肥満）

9:00～ 9:15
福祉健康センター

BCG予防接種
13:30～14:30

福祉健康センター

日 月 火 水 木 金 土

かさまつホームカレンダーと資源とごみのカレンダーをあわせてご覧ください。

11月
November

今月の納税・納付

国民健康保険税 8 期分

介護保険料 8 期分

納期限12月 1 日（月）まで

勤労感謝の日
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次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
3
人
の

か
た
に
図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

問

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
日

は
11
月
何
日
？

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
問
の

答
え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
11
月
末

日
ま
で
に
秘
書
広
報
課
広
報
ク
イ

ズ
係
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
者
は
広
報
か
さ
ま
つ
1
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

9
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

9
月
28
日

当
選
者

（
敬
称
略
）

松
田
正
孝
、
村
瀬
早
苗
、
山
田
貞
子

広
報
ク
イ
ズ

「
イ
ッ
チ
ニ
ッ
！
イ
ッ
チ
ニ
ッ
！
」

掛
け
声
に
合
わ
せ
、
10
人
の
心
を

一
つ
に
し
て
ゴ
ー
ル
目
指
し
E
ボ
ー

ト
を
漕
ぐ
参
加
者
た
ち
。

（
10
月
19
日
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
カ
ー

ニ
バ
ル
2
0
0
3
「
第
1
回
木
曽
川

E
ボ
ー
ト
大
会
」
よ
り

関
連
記
事

4
〜
5
ペ
ー
ジ
）

表

紙

酒井政弥・珠希さんの子

酒
さか

井
い

姫
ひめ

華
か

ちゃん（無動寺）押
おし

木
き

優
ゆう

斗
と

くん（長池）

押木健二・志のぶさんの子

まちの人口
平成15年10月1日現在

人 口 22,079人
男　　10,635人

女　　11,444人

世帯数

7,424世帯

前月比

（減17）

（減 5）

（減12）

（減 2）


